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能
登
に
春
を
呼
ぶ　

祭
り
と
行
事

ア
マ
メ
ハ
ギ
（
秋
吉
・
清
真
・
河
ヶ
谷
）

十
七
夜
祭
り
（
重
年
）

簡
略
化
さ
れ
て
い
た
料
理
を
復
活
。
5
段
に
重
ね

ら
れ
た
カ
ブ
の
煮
物
が
特
徴
。
上
に
は
細
く
切
っ

た
豆
腐
が
「
井
」
型
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

▼

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
伝
統
行
事
「
ア
マ
メ
ハ

ギ
」
は
秋
吉
地
区
で
2
月
3
日
に
行
わ
れ
た
。「
ア

マ
メ
」
と
は
、
い
ろ
り
や
こ
た
つ
に
あ
た
っ
た
所
に
で
き

る
「
火
だ
こ
」。
立
春
前
夜
、
子
ど
も
た
ち
が
鬼
に
扮ふ
ん

し
、

冬
の
間
に
怠
け
て
で
き
た
「
ア
マ
メ
」
を
剥
ぐ
と
脅
し
な

が
ら
各
家
々
を
巡
っ
て
春
へ
の
備
え
を
人
々
に
伝
え
る
。

　

鬼
は
子
ど
も
た
ち
が
担
う
。
能
登
町
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
に

見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
。
今
年
、
河
ヶ
谷
で
子
ど
も
が
不

在
に
な
っ
た
た
め
、
大
人
が
そ
の
役
を
務
め
、
行
事
の
保

存
に
あ
た
っ
た
。

【写真右】衣装を身に

つ け 出 発。「 前 垂 れ 」

は秋吉公民館で今年新

調した。【下】いろり

の周りを回る子どもた

ち。（以上秋吉）

【右上】玄関先に現れ

た小さな鬼たち。（清

真）

日
宗
屋
神
社
の
「
十
七
夜
祭
り
」
は
2
月
11
日
、
重
年

集
会
場
（
柳
田
）
で
行
わ
れ
た
。
日
宗
屋
の
神
様
が

カ
ブ
を
持
ち
込
み
飢
え
を
救
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
基
づ

き
、
カ
ブ
を
中
心
に
縁
起
物
の
料
理
が
並
ぶ
。
宴
席
で
は
当

番
役
の
「
当
親
」
と
、も
て
な
し
を
受
け
る
「
オ
ヤ
ッ
サ
マ
」

の
間
で
滑
稽
な
や
り
と
り
が
続
き
、
笑
い
が
絶
え
な
い
。

　

こ
の
祭
り
の
目
玉
は
「
松
祝
い
」。
宮
総
代
や
区
長
ら
が

稲
に
見
立
て
た
松
の
木
の
周
囲
を
巡
り
、
枝
を
引
く
子
ど
も

た
ち
の
手
を
解
き
、
松
を
立
て
る
。
今
年
も
熱
心
に
田
の
見

回
り
を
し
、
豊
作
に
な
る
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

恵
方
巻
作
り
（
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

「
能
登
町
で
一
番
長
い
の
り
巻
き
を
作
ろ
う
！
」
と
題
し
て

2
月
1
日
、
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
太
巻
き
作
り
が
行

わ
れ
た
。
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
や
「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
」、
松
波
公
民
館
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、
Ｊ

Ａ
内
浦
町
婦
人
部
、
保
護
者
な
ど
が
企
画
、
協
力
し
た
。

　

参
加
者
約
80
人
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
Ｊ
Ａ
か
ら
提

供
さ
れ
た
米
1
斗
を
の
り
の
上
に
敷
き
詰
め
て
具
材
を
の
せ
、
掛

け
声
を
合
図
に
一
斉
に
巻
い
た
。
昨
年
の
記
録
21
㍍
を
大
幅
に
更

新
す
る
25
㍍
の
太
巻
き
が
完
成
し
、
記
録
達
成
を
喜
ん
だ
。
一
人

一
人
に
配
ら
れ
た
太
巻
き
の
長
さ
は
約
18
㌢
、
直
径
約
7
㌢
。
今

年
の
恵
方
と
さ
れ
る
東
北
東
を
向
い
て
食
べ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

春
の
あ
え
の
こ
と（
柳
田
植
物
公
園
・
合
鹿
庵
）

耕
作
開
始
に
向
け
て
「
田
の
神
様
」

を
送
る
、
春
の
あ
え
の
こ
と
が

2
月
9
日
に
行
わ
れ
た
。
柳
田
植
物
公

園
の
合
鹿
庵
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
70

人
が
集
ま
り
、
中
正
道
さ
ん
（
上
町
）

に
よ
る
あ
え
の
こ
と
の
実
演
を
見
守
っ

た
。
昨
年
12
月
5
日
に
迎
え
入
れ
、
家

で
休
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
田
の
神
様
を

風
呂
や
食
事
で
も
て
な
す
。
12
月
、
迎

え
の
あ
え
の
こ
と
の
時
期
は
ブ
リ
だ
っ

た
が
、
2
月
は
タ
ラ
が
旬
。
タ
ラ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
ず
ら
り
と
並

ん
だ
。

　

ま
だ
こ
の
時
期
は
雪
が
深
い
。
こ
の

た
め
田
の
神
様
は
田
ま
で
は
送
ら
ず
、

本
格
的
な
農
作
業
の
開
始
ま
で
土
間
で

過
ご
し
て
も
ら
う
。
寒
さ
は
も
う
し
ば

ら
く
続
く
が
、
春
へ
の
準
備
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。

▼のりが破れないよう、掛け声にあわ

せて慎重に巻く

▲今年の恵方「東北東」を向いて食べる

切り分けられて、ずらりと並べられ

た太巻き

▼

▲田には雪が積もっているため、玄関先の土

間に田の神様を送る。「ニワ」と呼ばれる土

間は、わら仕事などを行う仕事場でもある。

▼春の料理は「タラ」が主役。タラ汁のほか、「子つけ」

や「なます」にも用いられる。「タラの子」がまぶされた

なますは、稲の花が咲いている様子を表す。

▲今年も無事に米が収穫できるよう、田の神に祈る。

子 ど も た ち は 田 を

荒 ら す「 蟹 の 子 」

を表している。

▼
▲ 宮 総 代 や 区 長 ら が

「松祝い」を行う。「目

出度し」の声で松を立

てると、宴席は「万歳

楽土」と応じる。


